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今
年
の
四
月
は「
道
路
も
良
く

な
っ
て
ほ
し
い
が
、
ガ
ソ
リ
ン
も

安
く
な
っ
て
ほ
し
い
」と
悩
ま
れ

た
方
が
多
か
っ
た
と
聞
く
。
一
応

五
月
に
は
道
路
特
定
財
源
は
確
保

さ
れ
て
、
計
画
中
の
国
道
県
道
に

予
算
が
つ
く
と
共
に
、
町
道
の
整

備
や
除
雪
に
も
余
裕
が
で
き
た
よ

う
だ
。
し
か
し
、
ガ
ソ
リ
ン
の
高

騰
は
続
き
、
問
題
解
決
の
メ
ド
は

た
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
畜
産
食
料
品
の
値
上
が

り
や
、
後
進
国
で
の
食
物
不
足
を

訴
え
る
デ
モ
が
続
く
が
、
こ
れ
は

石
油
高
騰
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

世
界
一
の
農
産
物
輸
出
国
ア
メ
リ

カ
が
、
自
動
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
に

使
う
ガ
ソ
リ
ン
の
代
替
と
し
て
エ

チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル（
以
下「
エ
タ

ノ
ー
ル
」と
書
く
。）を
製
造
し
て

い
る
。
エ
タ
ノ
ー
ル
は
日
本
語
で

酒
精
と
書
き
、
人
類
は
古
く
か
ら

デ
ン
プ
ン
な
ど
を
発
酵
さ
せ
て
つ

く
る
酒
の
素
。
米
か
ら
日
本
酒
・

麦
か
ら
ビ
ー
ル
・
サ
ツ
マ
イ
モ
か

ら
焼シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ酎
な
ど
私
達
が
愛
飲
す
る
酒

人
と
車
の
食タ

ベ
モ
ノ物

争ア
ラ
ソ
イ

類
の
成
分
は
エ
タ
ノ
ー
ル
で
あ

る
。
こ
れ
を
燃
料
に
自
動
車
を
走

ら
せ
れ
ば
、
石
油
の
節
約
と
排
気

ガ
ス
に
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い

か
ら
環
境
に
も
良
い
と
し
て
、
ア

メ
リ
カ
は
十
年
前
に
大
統
領
令
で

石
油
の
半
分
を
エ
タ
ノ
ー
ル
に
変

換
す
る
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

デ
ン
プ
ン
穀
物
の
高
価
な
日
本
で

は
考
え
ら
れ
な
い
計
画
で
あ
る
。

日
米
の
価
格
を
比
べ
る
と
、
日
本

は
米
が
七
倍
、
小
麦
が
十
三
倍
、

大
豆
十
一
倍
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で

十
六
倍
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
作
付

面
積
は
日
本
の
約
百
倍
で
あ
り
、

エ
タ
ノ
ー
ル
発
酵
資
源
作
物
と
し

て
は
ア
メ
リ
カ
に
太
刀
打
で
き
な

い
。
我
が
家
で
は
有
害
鳥（
カ
ラ

ス
）獣（
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
）と
の

食
物
争
を
し
て
い
る
が
、
視
野
を

広
げ
る
と
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い

う
穀
物
が
、
人（
デ
ン
プ
ン
）と

車（
エ
タ
ノ
ー
ル
）の
食
物
争
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
車
に
百
リ
ッ
ト
ル
満

タ
ン
に
す
る
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産

す
る
に
は
、
二
百
㎏
以
上
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
必
要
と
し
、
そ
の
量

は
一
人
の
人
間
が
一
年
生
き
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。
人
が

作
っ
た
車
に
食
物
を
奪
わ
れ
る
の

は
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。
穀
物
以

外
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
技
術
の

向
上
が
急
が
れ
る（
こ
の
こ
と
は

次
号
で
と
り
あ
げ
る
）。
ま
た
、

地
球
人
口
は
六
十
億
人
を
超
え
た

が
、
先
進
国
に
住
む
の
は
二
十
％

弱
の
十
億
人
。
こ
の
人
達
が
現
在

の
ま
ま
石
油
を
消
費
す
る
と
、
後

四
十
年
か
ら
四
十
五
年
で
底
を
つ

く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

途
上
国（
人
口
約
四
十
億
人
だ
が

一
年
に
一
億
人
増
加
）の
中
で
も

中
国
・
イ
ン
ド
は
や
が
て
先
進
国

に
追
い
つ
く
と
い
う
。
こ
の
私
達

の
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い

て
も
う
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

①
化
石
燃
料
と
は

　

石
炭
・
石
油
の
よ
う
に
、
大
昔

の
生
物
に
起
因
す
る
燃
料

ａ
．石
炭

　

今
か
ら
約
三
億
年
前（
古
生
代

の
石
炭
紀
）、
地
球
は
高
温
・
多

湿
・
高
濃
度
二
酸
化
炭
素
の
植
物

の
光
合
成
最
適
条
件
で
あ
り
、
木

性
シ
ダ
や
裸
子
植
物（
ス
ギ
の
先

祖
）の
巨
木
が
生
い
茂
っ
て
豊
か

な
森
林
で
被
わ
れ
て
い
た
。
こ
の

膨
大
な
植
物
の
死
が
い
が
地
中
に

埋
も
れ
、
長
時
間
の
土
砂
の
重
さ

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

や
地
熱
に
よ
っ
て
炭
化
し
て
石
炭

と
な
っ
た
。
産
業
革
命
の
起
因
と

な
っ
た
蒸
気
機
関
の
燃
料
は
石
炭

で
あ
っ
た
。
現
在
の
石
炭
消
費
量

な
ら
後
二
百
五
十
年
分
あ
る（
中

国
・
ロ
シ
ア
に
多
い
）。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
悩
ま
せ
た
ス
モ
ッ
グ

は
、
石
炭
の
煙（
発
ガ
ン
性
物
質

も
含
ま
れ
る
）が
主
人
公
で
あ
る
。

ｂ
．石
油（
軽
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等
）

　

石
炭
よ
り
歴
史
は
新
し
く
、
今

か
ら
数
千
万
年
前（
恐
竜
時
代
）

ま
で
の
生
物
の
死
が
い
が
、
土
中

で
地
熱
な
ど
で
変
化
し
、
炭
化

水
素
の
液
体（
原
油
）と
な
っ
た
。

石
油
は
燃
料
だ
け
で
な
く
、繊
維
・

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原

料
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
後
四
十

年
～
四
十
五
年
分
。

ｃ
．天
然
ガ
ス

　

石
炭
や
石
油（
原
油
）の
形
成

時
に
、
地
中
に
た
ま
っ
た
メ
タ
ン

な
ど
の
可
燃
ガ
ス（
後
六
十
年
）。

②
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
三
十
九 

％
と
低
く
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
石
油
の
自
給
率
は
〇
％
、
石

炭
が
三
％
位
。
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

五
％
未
満
で
、
こ
ん
な
国
は
な

い
。
各
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

を「
表
」に
示
す（
中
東
を
除
く
）。

　

日
本
人
は「
何
と
か
な
る
」の

楽
観
論
者
が
多
い
と
聞
く
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
そ
れ
を
許
さ
な

い
。
よ
く
、「
大
気
汚
染
や
石
油
の

大
量
消
費
は
都
会
の
車
や
工
場
が

原
因
だ
」と
耳
に
す
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
今
の
地
方
の
農
漁

業
が
使
用
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
漁

船
、
ハ
ウ
ス
栽
培
の
熱
源
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
大
と
な
り
、

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

農
具
・
漁
具
の
原
料
と
し
て
、
ま

た
肥
料
・
農
薬
の
生
産
に
も
石
油

が
大
量
消
費
さ
れ
て
い
る
。
さ

て
、
こ
の
便
利
で
豊
か
に
な
る
た

め
に
使
っ
て
き
た
石
油
が
な
く
な

る
と
ど
う
な
る
か
。
車
や
電
気
は

あ
る
程
度
あ
き
ら
め
て
も
自
給
率

四
十
％
以
下
の
食
物
の
輸
入
や
ビ

ル
・
工
場
・
耕
作
放
棄
地
を
農
地

に
戻
す
に
も
石
油
が
無
い
の
で
出

来
な
い
。
日
本
人
同
士
の
凄ス
サ

ま
じ

い
食
物
争
と
な
り
、
農
家
の
老
人

が
生
き
残
り
、
若
者
の
多
い
都
会

人
は
餓
死
と
い
う
悪
夢
と
な
る
だ

ろ
う
。　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）

各国エネルギー自給率
オーストラリア 174％
ロシア 156％
カナダ 148％
イギリス 112％
中国 105％
ポーランド 99％
インド 86％
アメリカ 82％
日本 5％

（10年前の国連発表）


